
医療系ワーキング・グループにおける検証結果について（概要）

○医療系大学院について、医学系、歯学系、薬学系、看護学系の４分野から抽出した７８の

 

大学院に対して書面調査を行い、さらに、ヒアリング調査による検証（４大学院）及び訪

 

問調査（８大学院）を実施するとともに、計３回のワーキング・グループを開催

○平成１７年の大学院答申に掲げた大学院教育の実質化等の進捗状況や新たな課題を検証し、

 

今後の改善方策について検討

現状

医療系大学院は、医学・歯学の博士課程の入学者が人文・社会・理工農系を含めた博士課程全

 

体の３割を占め、また、病院等に従事する社会人学生の割合が高く、職業人養成の性格が強い

薬学・看護学系の大学院は学部と比べて規模が小さいが、近年、看護学系大学院の規模が拡大

成果

人材養成目的の明確化に取り組むとともに、多くの大学院が細分化された専攻の大括り化や

 

コース等の組織再編、大学院ＧＰ等の応募や実施が各大学院における自主的な取組を促進

医療系人材養成を目的に追加・重視した大学院が見られ、分野を問わず、ほぼ全ての大学院が

 

研究者養成と医療系人材養成の２つの目的を設置

夜間開講や長期履修制度、資格取得と関連した教育等に取組み、社会人学生が更に増加傾向

医学、薬学分野を中心に、創薬、治験、医療機器開発などの分野で産学共同研究が広く行われ、

 

寄附講座や外部招へい講義等の形で産業界と連携した教育プログラムを実施

課題

学生の専門資格志向、医師・歯科医師臨床研修制度の導入、薬学部教育６年制の導入、看護系

 

大学の増加などは、研究者を志す学生の減少など、各分野の大学院生のキャリア形成に大きな

 

影響を与えるとともに、改革を進めようとする大学院に少なからぬ影響

各大学院は、医療系人材の養成機能を強化する傾向にあるが、具体的に修得させるべき臨床技

 

能や研究能力に関する到達目標が不明確な場合も少なくなく、その内容は様々であり、大学院

 

教育の質を確保する観点から、臨床研究等の位置づけに課題

大学院教育の実質化等に関する検証結果

検討の経緯
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大学院教育の改善の方向性

○職業社会の要請等に的確に応え、学生本位の立場に立ち、学位の授与へと導くプロセス全体

 

を貫いて、開かれた、魅力ある教育の展開がこれまで以上に求められる

○教員の補充を含む基盤的経費を確実に措置するとともに、競争的資金の更なる充実が不可欠

従来の学問分野を超えて、高度化・多様化する医療の動向等を見据えた体系的かつ実践的な教育を展開

 

するため、生命倫理や個人情報保護などの教育を基盤としつつ、他の医療機関や研究機関、学内外の他

 

専攻等と有機的に連携し、面的に拡がりのある大学院教育を推進することが必要

臨床研究は、基礎・臨床を両輪とし、多様な専門家チームで行われるため、臨床疫学や生物統計学、倫理

 

学、規制科学等を基礎として、他分野・他大学院との共同により、実際の臨床研究の場を利用した教育を

 

推進することが必要

産業界、地域社会等多様な社会部門と連携した人材養成機能の強化

ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシーを整合的に明確化し、大学院組織全

 

体で共有、これらを一連のものとして学生・社会に公開し、開かれた大学院教育を推進することが必要

教育の実質化に向けた様々な取組の趣旨を教員全体に共有させるとともに、優れた教員を養成すべく、高

 

度の専門性に加え、今後の医療を担う学生に必要な知識・技能の体系を教授できる力の強化が必要

学生に対して、課程を通した体系的な教育プログラムを提供し、ＴＡ等を通じて、実際の教育に関わる機会

 

を積極的に位置づけることが必要

臨床医等の医療系人材養成を主たる目的とする課程にあっては、具体的な臨床技能や研究能力に関する

 

修得目標を明確化することが必要

人材養成目的に沿った入学から卒業まで一貫性のある大学院教育の確立

研究者と臨床に従事する者との処遇面の格差が、研究者を志す者の大学院への進学、ひいては研究の

 

発展に深刻な影響を与えることのないよう、大学院修了者のキャリアパスを明確にするとともに、我が国の

 

医学・医療等を牽引する優れた医療系大学院生が安定して生活できる程度の経済的支援の充実が急務

学位の授与は、自立して研究を遂行しうる高度な研究能力を的確に審査して行うという観点に立ち、学位

 

の質を保ちつつ、臨床研究を通して円滑に学位授与を行うプロセスについて、優れた事例などを国としても

 

積極的に各大学院に明示することが必要

学修・研究環境の改善

ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシーそれぞれの内容や、これらに沿った人

 

材養成、社会貢献に係る体系的かつ効率的な自己点検と外部評価を促進することが必要

医療系大学院は、保健医療分野における職業人養成の性格が強く、国際的に通用する職業人を養成する

 

という観点から、標準的なレベルが確保されているかという視点も必要

大学院評価による質の確保

学問に国境はなく、感染症対策をはじめ健康長寿という人類共通の課題解決に向けて、国際協調の視点

 

に立ち、アジア等の機関との強固な連携・交流を基盤とする国際的な教育研究拠点の形成の推進が必要

大学院教育を通じた国際貢献・協調
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